
実際に製本された時の領域は、
B5サイズの182mm×257mm
（黒い部分＋白ヌキ部分）

文字を含む領域は、
印刷可能領域の左右天地から
5mm縮小した範囲に収める。
172mm×247mm
（白ヌキ部分）

作成データ領域は、
裁ち切り（裁断誤差）を考慮して、
天地左右に＋3mm、
188mm×263mmで作成する。
（灰色の部分）
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平素、いつもお世話になっております。
広告の製作に関しましては、下記の要領でお願いします。
雑誌はＢ５左平綴じで製作しておりますので、印刷可能範囲は182mm×257mmとなります。
しかしながら、上下左右（綴じ側以外）方向を裁ち切ります都合上、
各方向に対して3mmの余裕が必要となります。
従いまして、画像サイズとしては、印刷可能範囲に断ち切り余裕を加えた、
188mm×263mmでお願い致します。
尚、当然のことではありますが、裁ち切り部分は裁断されてしまいますので、
文字データなどに影響のないように、全容はあくまでも印刷可能範囲内でお願い致します。

データの受け渡しはMOかCD-Rにてお願い致します。
また、MOにつきましては、記録容量やオーバーライトの別は問いません。
（1.3GBのGIGAMOも受取可能ですが、予め御相談ください）
メールにて入稿されます場合には、あらかじめ御相談下さい。

■　Photoshopを使用した場合（ver6.0）

＜モード＞　　ＣＭＹＫカラー
　　　　　　　（あるいは、グレースケール）
＜画像解像度＞
　　・プリントサイズ............幅18.8cm／高さ26.3cm
　　・解像度............................350pixel/inch
＜ファイル形式＞　　Photoshop EPS
＜ＥＰＳフォーマット＞
　　・エンコーディング........バイナリ
　　　　　※ あるいは　JPEG（低圧縮率・高解像度）
　　・プレビュー....................Macintosh(8bits/pixels)
　　・ハーフトーンスクリーンを含める......含めない
　　・トランスファ関数を含める.................含めない
　　・ポストスクリプトカラーマネージメント.....しない

■　Illustratorを使用した場合（ver9.0）

＜画像サイズ＞　　　幅18.8cm／高さ26.3cm
＜ファイル形式＞　　Illustrator EPS
＜ＥＰＳフォーマット＞
　　・互換性...........................5.0/5.5～9.0のいずれか
　　・プレビュー....................Macintosh (8bit カラー)
＜オプション＞
　　全てチェック（Postscript Level 2）

※　フォントは原則的に全てアウトライン化する必要
　があります。システム基本フォントに関しましても、
　万全を期すために、アウトライン化をお願いします。
※　別のEPS画像を配置した場合には、かならず
　「配置した画像を含む」保存でお願いします。また
　　念のため使用データは全て保存願います。

不明な点がありましたら御一報下さい。
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